
地方公営企業会計について

参 考

令和 6 年 12 月 16 日
八戸圏域水道企業団
経 営 審 議 会



水道事業は独立採算制

◆経費の負担の原則

地方公営企業の経費は

企業経営の収入で充てる

水道料金収入

税ではなく対価を得てサービスを提供
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水道事業は水道料金で

水をきれいにして
お届けします

水道料金を
いただきます

お金を
借ります

借りた
お金を
返しま
す

建設工事を行います

国や銀行から

企業団
お客様
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地方公営企業会計の特徴

・発生主義・複式簿記
（現金主義ではない）

・損益取引と資本取引の区分がある

（管理運営に係る取引「損益」と建設改良等に係る取引「資本」を
区分経理）

・予算・決算双方を重視

（予算制度を伴った会計
官庁会計は予算中心主義、株式会社会計は決算中心主義）
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水道料金の収入

記帳時点の比較

物品購入代金の支払

検針

料金調定

納入通知
（料金請求）

現金収入

発注

代金の請求
を受ける

代金支払

発生主義の
記帳時点

納品物品
の検収

発生主義の
記帳時点

現金主義の
記帳時点

現金主義の
記帳時点

発生主義
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減価償却費（費用配分）

購入時 1年後 2年後 3年後 4年後

減少

価値の減少を減価償却費として費用計上

発生主義

・支出の効果が数年間にわたって持続するものは、その支出年度の費用とされず、
翌年度以降に繰り延べられ（固定資産）、翌年度以降の期間損益計算の費用とし
て計上される。

・固定資産は、使用や年数の経過により価値が減少するので、その減少分を費用と
して捉える。

・現金の支出がない費用（現金は固定資産の取得時に支出済み：資本的支出）
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収
益
的
収
入

収
益
的
支
出

減価償却
費など

【損益取引】
収益的収支

純利益

損益取引
で生じた
現金

黒字

【資本取引】

資本的収支

資
本
的
収
入

資
本
的
支
出

不足額

赤字

補
て
ん

料
金
収
入

長期前受金
戻入

負担金など

維
持
管
理
費

支払利息

企業債借入

補助金など

建
設
改
良
費

企業債
償還金

○内部に留保される現金
（減価償却費など現金支出を伴わない費用

－長期前受金戻入など現金収入を伴わない収入）

○利益（積立金に積み立て、それを取り崩して使用）
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公共的
必要余剰

営利目的の「もうけ」とは異なる

損益取引と資本取引の関係について


